
関東生まれのコウノトリのヒナが
今年も各地で巣立ちました！

関東地方では、これまで栃木県小山市、茨城県神栖市、行方

市などでコウノトリの野外繁殖が確認されていましたが、今年は

千葉県野田市でも新たに野外繁殖が確認され、７月初旬まで

に、４市域・５つの巣のヒナが巣立ちました。

（写真提供：NPO法人わたらせ
未来基金 青木章彦氏）
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2024年8月27日 河川部河川環境課

（写真提供：野田市）

③茨城県神栖市（２）
（写真提供：阿部正行氏）

①栃木県小山市 ②千葉県野田市

（写真提供：神栖市）

③茨城県神栖市（１）③茨城県神栖市（１）

④茨城県行方市
（写真提供：五十嵐浩氏）



関東地方における2024年のコウノトリ繁殖確認記録

放鳥・巣立ちの場所愛称親鳥
千葉県野田市ひかるオス
千葉県野田市レイメス

愛称今年巣立った幼鳥
つなぐオス

希羽（のわ）メス
輝来（きら）オス

①栃木県小山市（５年連続繁殖）

放鳥・巣立ちの場所愛称親鳥
千葉県野田市ヤマトオス

渡良瀬遊水地（小山市）ひなたメス

愛称今年巣立った幼鳥
たけるオス
だんオス

②千葉県野田市（野田市内初の野外繁殖）

放鳥・巣立ちの場所愛称親鳥
渡良瀬遊水地（小山市）わたるオス
渡良瀬遊水地（小山市）のぞみメス

愛称今年巣立った幼鳥
未定オス２羽
未定メス２羽

放鳥・巣立ちの場所愛称親鳥
千葉県野田市ミズキオス
福井県坂井市愛称なしメス

愛称今年巣立った幼鳥
未定オス１羽
未定メス３羽

④茨城県行方市（２年連続繁殖）

放鳥・巣立ちの場所愛称親鳥
千葉県野田市たいようオス
兵庫県養父市愛称なしメス

愛称今年巣立った幼鳥
未定メス２羽

※本情報は、自治体による 公表情報に基づいて掲載しています。
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③茨城県神栖市（２年連続繁殖）



ルール・マナーを守った観察や見守りをお願いします

 コウノトリが安心して子育てできるよう、観察や写真撮影は、150ｍ以上

離れた場所、または各繁殖地で定められた観察場所で行ってください。

 大きな音をたてたり、ものを投げるなど、コウノトリを驚かさないでくだ

さい。

 繁殖している巣の近くでドローン、ラジコン等無人航空機の飛行はしない

でください。

 私有地（田畑含む）や路肩など、通行の妨げになる場所へは駐停車しない

でください。

 ゴミを捨てたり大きな音をたてて騒ぐなど、近隣の迷惑になる行為はし

ないでください。

地域の多様な主体が協働・連携した
「関東エコ・ネット」の取組を推進中です！

関東エコ・ネットシンボルマーク

関東地方整備局では、2013年より「関東エコロジカル・ネットワーク推

進協議会」を通じた多様な主体の連携・協働、コウノトリ・トキを指標とし

た河川及び周辺地域における水辺環境の保全・再生方策の推進および地

域振興・経済活性化方策に取り組み、『エコロジカル・ネットワークの形成

によるコウノトリ・トキの舞う魅力的な地域づくり』の実現を目指した各種

活動を行っています。

関東各地におけるコウノトリの繁殖地の広がりは、生息環境が整ってき

たことを示す１つの現れといえます。

関東エコ・ネットの取り組みについてはこちら→



関東コウノトリ関連施設まっぷ

コウノトリは１９７１年に日本では野生絶滅した鳥ですが、現在では日本全国で
364羽（※）が確認されるまでに野生復帰が進んでいます。コウノトリの野生復帰
は、長年にわたってコウノトリの飼育・増殖・放鳥に取組んできた、多くの施設・機
関に支えられています。

※2024年3月31日現在（IPPM-OWSホームページより）

（施設情報の出典：「おしえてコウノトリBOOK」を元に作成）

関東エコ・ネットでは、関係施設・機関等と連携し、コウノトリや関東エコ・ネットに関する
パネルや写真、はく製などを展示するイベントを２０２３年度に開催しました。

２０２４年度も順次開催します！

ぜひ、
見てね♪♪

関東エコ・ネット

連携イベントHP
はコチラ


